
や’ゆ
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介

交
は
噌
搬
に
扱
は
れ
、
且
歎
米
の
部
も
同
一
分
類
に
儀
っ
て
並
べ
ら
れ
て
あ

る
っ
論
文
母
鎌
に
於
け
る
斯
る
試
み
は
本
書
が
始
め
て
壁
あ
り
、
彼
既
の
…
跨

照
に
甚
だ
便
利
で
あ
っ
て
相
當
の
成
功
を
攻
め
て
居
る
と
云
へ
る
。
な
ほ
、

宿
年
支
那
か
ら
出
た
「
國
學
論
文
葉
引
導
編
し
に
は
約
二
百
種
の
難
誌
が
改

め
ち
れ
て
あ
匂
、
そ
れ
に
比
べ
る
と
本
書
の
五
十
五
種
は
大
に
劣
る
様
に
見

克
る
が
、
二
百
種
の
内
に
は
昭
和
十
年
中
に
獲
行
さ
れ
な
か
っ
た
も
の
も
あ

る
し
、
孕
る
に
足
ら
ぬ
小
難
誌
も
あ
る
か
ら
、
採
録
を
韮
む
べ
き
も
の
は
皆

無
之
は
去
は
ぬ
が
、
殆
ん
ど
無
い
と
云
っ
て
宜
い
。
鰍
米
の
部
に
果
て
云
へ

ば
、
ユ
ル
ヂ
エ
の
「
睡
郷
書
誌
」
以
後
の
業
病
な
目
銀
が
な
く
、
我
々
は
頗

る
不
便
を
感
じ
て
み
た
の
で
あ
る
か
ら
、
本
書
の
墨
壷
に
よ
っ
て
或
る
程
度

の
便
宜
を
得
る
事
が
出
架
る
で
あ
ら
う
。

　
次
に
分
類
の
仕
方
に
就
て
云
へ
ば
、
撰
準
が
非
常
に
嚴
密
で
腕
落
や
過
誤

が
少
く
、
此
の
御
本
雷
は
大
に
誇
っ
て
官
…
い
。
項
資
の
立
て
方
は
恐
ら
く
編

者
等
の
最
も
苦
心
を
梯
は
れ
た
所
で
あ
ら
う
が
、
大
塚
史
器
量
の
「
東
洋
史

論
文
要
目
」
が
支
部
、
朝
鮮
、
灘
蒙
、
蔓
灘
、
南
海
、
西
域
、
丙
藏
、
印
度

と
地
域
に
鉄
っ
て
大
別
し
て
更
に
子
厩
を
分
つ
に
鋤
L
、
・
本
書
は
先
に
述
べ

た
様
に
十
九
門
に
分
類
し
て
更
に
子
樹
が
立
て
ら
れ
、
各
面
の
内
に
於
て
地

域
溺
に
俳
列
さ
れ
て
あ
っ
て
、
好
箇
の
饗
照
を
爲
も
て
る
る
Q
爾
者
と
も
夫

々
得
失
ボ
あ
ウ
、
蕊
ハ
の
可
否
を
定
め
て
了
ふ
頚
は
遜
け
る
が
、
　
一
言
氣
つ
い

た
蟻
を
宏
へ
隷
、
磁
本
支
那
の
部
、
十
二
考
古
學
「
青
銅
器
時
代
し
以
外
に

十
一
爽
術
史
「
工
藝
」
の
項
に
銅
器
に
回
す
る
論
文
が
あ
り
、
叉
、
十
凶
喪

心
學
「
信
仰
」
の
項
の
外
に
七
宗
教
史
に
「
支
那
古
代
宗
教
」
な
る
項
が
立

て
ら
れ
て
摺
る
如
意
似
編
濟
等
の
毫
を
煩
塾
し
た
い
。
省
、
一
論
交
竺

箇
所
に
だ
骨
し
か
載
せ
て
な
い
の
矯
、
所
要
の
論
女
を
門
出
t
得
ぬ
《
之
鳩

，
レ
ニ
塗
　
第
二
號
　
　
　
顯
∴
四

起
る
が
、
斯
る
場
合
に
は
「
著
者
」
索
引
が
多
少
役
立
つ
で
あ
ら
う
。

　
第
三
は
附
録
の
「
批
評
紹
介
」
で
あ
る
。
習
癖
前
年
度
版
に
は
、
論
文
の

題
目
と
共
に
耽
ハ
に
…
封
ず
る
鏡
評
を
亀
併
記
し
て
好
評
を
博
し
た
の
で
あ
る
が

本
鮪
は
軍
行
文
麟
…
を
探
録
し
な
か
っ
た
代
り
に
此
の
批
評
紹
介
の
R
銀
に
依

っ
て
、
九
年
縫
叢
書
の
論
文
に
饗
す
る
十
年
度
刊
行
物
所
載
の
批
評
を
補
ひ

同
時
に
軍
行
交
獄
目
録
と
し
て
竜
役
立
て
た
も
の
で
あ
る
。
太
書
が
同
研
究

所
々
藏
の
も
の
、
目
録
で
あ
る
以
上
、
軍
需
文
素
に
就
い
て
は
完
全
を
期
す

る
寮
は
整
み
得
な
い
が
（
殊
に
外
國
の
も
の
に
猛
て
〉
、
斯
様
に
何
れ
か
の
離

誌
が
批
評
な
り
紹
介
な
り
し
た
文
面
、
云
ひ
か
へ
れ
ば
一
懸
は
…
學
界
が
取
上

げ
た
文
藻
の
み
を
探
録
し
た
此
の
試
み
は
、
甚
だ
注
潟
す
べ
き
で
あ
る
と
思

ふ
。
歓
栄
の
部
の
著
奢
索
引
に
は
既
等
剛
単
為
文
業
…
の
批
評
者
の
名
が
串
て
る

る
が
、
こ
れ
は
む
し
ろ
批
許
さ
れ
た
文
官
の
著
者
の
名
を
出
し
た
方
が
、
今

瓶
逃
べ
た
様
な
意
字
か
ら
満
つ
で
却
っ
て
便
利
だ
つ
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

　
以
上
が
本
意
の
特
色
の
大
要
で
あ
る
が
、
前
年
度
版
よ
り
一
段
し
し
洗
練
さ

れ
た
す
が
た
で
本
書
が
糠
に
邊
ら
れ
た
事
は
慶
賀
に
堪
へ
な
い
。
今
後
と
も

績
刊
さ
れ
更
に
充
實
さ
れ
ん
蟻
を
切
に
豊
む
次
第
で
あ
る
。
（
東
方
交
化
學
院

京
都
研
究
研
槻
心
行
、
四
六
臨
旧
号
、
　
鳳
三
六
頁
、
聯
奏
九
拾
嬢
脳
〉
　
〔
藤
枝
鮎
背

ブ
リ
」
ド
リ
ヒ
・
マ
嘱
ネ
ッ
ク

「
腰
史
主
義
の
成
立
」
　
二
谷

　
歴
史
主
義
の
画
題
億
、
唯
…
単
に
專
門
的
に
歴
史
を
學
ぶ
入
々
に
乏
っ
て
の

み
な
ら
ず
、
几
そ
現
代
に
生
き
て
何
事
か
を
考
へ
、
呼
気
か
を
語
ら
ん
と
す

る
人
々
に
之
っ
て
、
翻
…
心
に
便
す
る
軍
大
な
問
題
で
な
け
れ
密
な
ら
な
い
。

転
lsa



侮
故
な
ら
、
十
九
世
紐
思
想
の
洗
禮
を
受
け
た
現
代
の
入
聞
の
思
惟
方
法
は

　
・
た
と
へ
多
く
の
入
が
こ
れ
に
無
意
識
で
あ
ら
う
と
，
，
　
そ
の
根
掛
に
於

い
て
歴
史
主
義
的
な
．
世
⑦
賦
2
ぴ
冥
同
県
帯
に
制
約
さ
れ
て
み
る
か
ら
で
あ
り
、

し
か
も
か
」
る
歴
史
主
嚢
は
、
例
へ
ば
鷺
・
口
①
蕊
繊
が
既
に
一
九
三
二
年
に

書
い
た
如
く
、
「
危
機
」
に
臨
ん
で
み
る
の
で
あ
る
か
ら
。

　
マ
イ
ネ
ッ
ケ
は
、
此
魔
二
三
年
來
、
歴
史
主
義
と
そ
の
猛
機
の
問
題
に
没

頭
し
て
み
た
や
う
で
あ
る
（
本
誌
、
二
十
一
毬
．
三
思
紹
介
欄
蓼
照
）
o
彼
が

本
書
、
、
．
或
は
少
く
と
も
こ
れ
に
類
し
た
な
ん
ら
か
の
勢
作
を
公
に
す
る
で

あ
ら
う
こ
と
は
、
甑
に
豫
想
さ
れ
て
る
た
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
〇
十
九
世
紀
猫

逸
史
學
の
傳
統
を
代
表
す
る
此
の
老
大
家
が
、
「
危
機
」
に
左
る
と
云
は
れ
る

歴
史
主
義
の
問
題
を
ば
、
ど
の
様
な
立
場
に
於
い
て
取
上
げ
、
ど
の
檬
な
解

淡
の
道
を
輿
へ
る
か
　
　
こ
れ
は
、
翠
に
限
ら
れ
た
一
部
の
導
門
家
の
み
の

興
昧
に
罰
す
る
事
柄
で
は
な
い
。
勿
論
、
”
、
イ
ネ
ッ
ケ
艇
身
も
云
っ
て
み
る

や
う
に
、
現
在
に
於
い
て
は
、
「
送
信
的
な
意
向
で
も
の
さ
れ
た
歴
史
主
義
威

立
史
を
書
ぐ
こ
と
は
胃
瞼
で
あ
る
や
ヶ
に
思
ほ
れ
る
。
何
故
な
ら
、
今
や
既

に
数
年
來
、
自
画
輔
養
は
克
服
さ
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
と
云
ふ
叫
び
が
響
き
始
め

て
み
る
か
ら
で
あ
る
り
し
葡
も
、
彼
は
今
既
の
［
臼
陰
」
を
果
さ
う
と
云
ふ
の

で
あ
る
Q

　
マ
イ
ネ
ッ
ケ
に
よ
れ
ば
、
コ
歴
史
主
義
の
出
現
は
、
曾
て
西
戸
田
思
想
の
纒
験

せ
る
最
も
偉
大
な
る
精
紳
草
命
の
一
つ
で
あ
っ
た
。
十
八
及
び
十
九
糧
紀
の

精
瀞
史
は
、
拓
く
雁
史
主
嚢
の
歴
史
で
あ
る
。
し
し
か
し
歴
史
主
義
と
云
ふ
言

葉
に
よ
っ
て
何
が
理
解
さ
る
べ
き
で
あ
る
か
。
彼
に
よ
れ
ば
「
歴
史
主
嚢
と

は
、
先
づ
ラ
イ
プ
エ
ッ
ッ
か
ら
ゲ
r
テ
の
死
に
至
る
ま
で
の
猫
屋
人
の
俸
大

な
痩
動
の
ゆ
に
於
い
て
鴛
ら
九
た
新
し
い
轡
9
0
塁
箕
ぎ
喜
）
謬
ロ
の
、
雁
史
的

紐

介

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
O

生
へ
の
適
用
と
云
ふ
こ
と
に
他
な
ら
な
い
。
」
そ
し
て
「
此
の
蓮
助
は
、
西
欧

全
般
の
蓮
鋤
を
講
干
せ
し
め
、
王
冠
は
猫
逸
精
脾
の
上
に
く
だ
っ
た
。
濁
逸

人
は
、
既
の
鱈
に
於
い
て
宗
教
語
草
に
次
ぐ
第
二
の
大
偉
業
を
怨
し
と
げ
た

の
で
あ
る
Q
併
し
、
そ
れ
は
雨
雪
人
が
見
出
し
た
捌
し
い
び
Φ
ぴ
①
器
℃
葺
臨
海
9

｝
般
に
仙
ら
な
な
い
が
故
に
、
腿
史
主
義
は
、
ま
た
翠
な
る
精
瀞
科
學
の
方

法
よ
り
以
上
の
も
の
を
意
暮
す
る
。
若
し
人
が
彼
の
眼
を
以
て
世
界
や
生
を

眺
め
る
こ
と
に
慣
れ
る
な
ら
ば
、
世
界
も
生
・
も
異
っ
た
も
の
♪
姻
ぐ
見
え
、

そ
れ
ら
は
よ
り
深
き
覚
ハ
々
の
根
抵
を
ば
啓
示
す
る
に
至
る
。
」

　
だ
が
、
「
屡
史
主
嚢
の
愚
心
は
、
歴
史
的
・
入
悶
的
生
の
、
　
一
躍
化
的
考
察

の
代
り
に
、
そ
の
離
別
化
的
考
察
を
置
き
換
へ
る
と
云
ふ
馳
に
存
す
る
。
」

歴
史
主
義
の
出
現
以
前
に
於
い
て
は
「
歴
．
史
の
最
も
内
画
的
な
動
力
た
る
、

八
聞
の
ω
8
δ
と
O
。
望
と
が
、
一
般
化
的
鋼
断
の
た
め
に
破
門
に
腱
ぜ
ら

れ
て
る
た
。
」
雁
史
ま
義
は
、
此
の
破
門
を
解
か
う
と
す
る
の
で
あ
る
。
そ
れ

故
歴
史
主
義
は
「
理
牲
と
情
宣
、
徳
と
罪
と
を
有
す
る
八
聞
が
、
吾
々
の
知

れ
る
限
り
の
あ
ら
ゆ
る
時
代
に
於
い
て
、
常
に
同
じ
根
抵
に
在
っ
た
」
と
な

す
「
自
然
法
的
思
惟
方
法
」
と
は
、
鋭
ぐ
針
立
す
る
。
後
者
は
「
古
代
没
落

（
人
心
を
）
支
配
し
、
人
聞
の
本
日
　
．
特
に
人
寄
理
性
の
固
定
性
を
ば
人

の
心
に
刻
み
つ
け
た
し
も
の
に
他
な
ら
な
い
。

　
か
」
る
根
太
納
に
筆
立
す
る
二
つ
の
患
惟
方
法
　
，
，
こ
れ
の
混
融
は
、
十

九
世
紀
を
侯
た
ね
ば
な
ら
な
い
。
「
十
八
世
紀
後
孚
に
於
け
る
縦
尊
霊
嚢
の
獲

端
は
、
来
だ
僅
か
に
混
溝
と
黒
山
、
歯
し
い
も
の
」
溢
出
と
相
並
ん
で
古
き

も
の
』
沈
査
」
を
解
す
に
す
ぎ
な
い
。
け
れ
ど
も
「
既
の
時
野
趣
、
恐
ら
く

は
歴
史
主
義
は
、
近
代
思
想
の
成
分
と
な
っ
た
Q
そ
こ
で
注
意
深
い
観
察
嚢

ほ
、
人
聞
の
形
成
物
に
饗
す
る
殆
ん
ど
あ
ら
ゆ
る
木
質
的
批
判
の
中
に
雁
史

第
二
十
二
巻
　
簸
二
號
　
　
附
ご
五

（ISI＞



石rJ
荊；

介

孟
義
の
痕
跡
を
感
じ
う
る
程
で
あ
る
。
」

　
然
る
に
、
現
代
は
も
は
や
十
九
世
紀
で
は
な
い
。
十
九
世
紀
の
人
心
の

ゼ
。
一
㎏
窪
n
箕
…
欝
骨
に
根
を
宥
っ
て
み
た
歴
史
主
義
的
患
惟
方
法
は
、
現
代
に
於

い
て
は
す
で
に
非
難
と
攻
撃
と
に
の
み
債
す
る
も
の
と
さ
れ
が
ち
で
あ
る
。

人
々
は
「
雁
．
史
主
義
は
擦
り
虞
な
き
相
蜀
主
義
に
蜜
で
（
吾
々
を
）
諜
き
、
人

間
の
剣
幾
力
を
鞍
行
せ
し
め
る
」
と
考
へ
る
。
　
マ
イ
ネ
ッ
ヶ
肖
身
も
「
今
疑

歴
史
主
義
に
饗
す
る
傾
聴
が
、
唯
危
く
僅
か
な
人
々
に
於
い
て
の
み
見
出
さ

れ
、
多
く
の
人
々
に
於
い
て
は
見
出
さ
れ
な
い
」
こ
と
を
知
ら
な
い
謬
で
は

な
い
。
そ
れ
に
も
狗
ら
ず
、
彼
は
「
歴
史
主
義
が
、
人
闘
黒
物
の
理
解
に
於

け
る
從
來
到
蓬
さ
れ
た
最
下
の
段
階
で
あ
る
乏
考
ヘ
ハ
且
つ
腿
史
、
日
義
が
、

吾
々
を
口
取
悶
み
域
は
膏
々
の
眼
、
萌
に
横
た
は
っ
て
る
る
と
こ
ろ
の
人
里
歴
史

め
諸
問
題
に
向
っ
て
も
蜜
た
純
正
な
獲
展
能
力
を
有
つ
も
の
だ
と
整
を
零
す

ろ
し
。
彼
は
「
歴
史
主
義
が
、
，
偵
値
の
相
甥
化
に
よ
っ
て
狩
加
へ
た
傷
を
ば
余

す
だ
け
の
力
を
そ
れ
自
ら
の
中
に
具
へ
て
る
る
も
の
だ
と
確
信
す
る
　
　
侭

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

し
、
歴
史
主
義
が
、
此
の
イ
ズ
ム
を
ば
実
記
な
生
に
置
換
し
う
る
人
間
を
見

へ
　
へ

娼
す
こ
と
を
繭
提
と
し
て
」
∪

　
既
の
様
…
な
基
木
的
態
度
を
以
て
、
彼
は
「
歴
史
主
義
の
威
立
過
程
を
ば
、
粥

．
鰍
の
精
瀞
の
叢
獲
段
階
と
し
て
叙
述
せ
ん
と
欲
す
る
㌔
彼
の
と
ら
ん
と
す
る

叙
述
の
方
法
は
、
「
哲
學
酌
な
患
想
家
や
騰
系
的
な
側
歯
科
學
か
ら
出
［
獲
せ
る

想
想
家
が
好
ん
で
邊
ぶ
道
」
即
ち
「
概
怠
的
に
把
捉
さ
れ
た
｝
般
的
な
問
題

そ
の
も
の
を
前
景
に
羅
き
、
個
々
の
思
想
家
σ
受
持
分
を
ば
一
つ
の
純
纏
な

問
題
史
・
理
念
史
に
識
か
凝
す
し
方
法
で
は
な
く
て
、
「
純
葬
な
歴
史
家
の
永
し

即
ち
「
生
け
る
人
間
の
許
に
ま
で
立
至
っ
て
、
こ
れ
ら
㊧
入
聞
に
於
い
て
理

念
の
営
業
を
研
究
す
る
し
方
…
法
で
あ
る
。
何
敵
な
ら
、
彼
に
脚
れ
ば
歴
史
主

第
二
十
二
巻
　
第
二
號
　
　
四
二
六

義
の
威
立
は
…
，
個
性
的
紐
滅
に
於
い
て
把
握
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
篇
か
ら
で

あ
る
。
斯
…
く
て
「
索
材
の
遙
齪
岬
は
、
　
購
入
の
偉
大
な
揚
馬
の
思
想
家
に
託
っ

て
求
め
ら
れ
た
」
リ
ュ
ス
ジ
ス
。
メ
ー
ゼ
ル
、
ヘ
ル
デ
ル
、
ゲ
ー
テ
の
三
人
が

こ
れ
で
あ
る
。
木
与
第
二
巷
の
大
部
分
（
第
八
・
九
・
十
章
）
は
此
の
三
八
に

捧
げ
ら
れ
て
み
る
Q
そ
し
て
マ
イ
ネ
ッ
ケ
は
既
虞
に
力
鮎
を
置
い
た
Q
「
何
故

な
ら
、
十
八
世
紀
の
早
き
歴
史
主
義
が
此
の
上
な
く
強
き
逆
出
に
ま
で
立
至

っ
た
の
は
、
此
の
三
入
の
大
思
想
家
に
一
於
い
て
蛤
あ
り
、
而
…
も
彼
等
の
業
績

は
、
歴
史
主
義
の
そ
の
後
の
生
長
の
た
め
の
勉
盤
と
な
っ
た
か
ら
で
あ
る
ゆ
」

　
け
れ
ど
も
、
此
の
三
入
は
先
議
者
を
有
た
な
か
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
　
シ

あ
、
フ
ツ
ベ
リ
、
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
、
ア
ー
ノ
ル
ド
、
ヅ
ィ
コ
舵
腎
が
歴
史
主
義
成
立

の
た
め
の
準
備
…
者
の
素
謡
を
果
し
（
第
一
巻
・
第
一
章
）
、
次
に
ヴ
ォ
ル
テ
ー

ル
、
モ
ン
テ
ス
キ
ュ
ー
及
び
そ
の
蒔
以
後
の
フ
ラ
ン
ス
思
想
（
第
二
㎏
三
・
四

章
）
、
更
に
イ
ギ
ゾ
ス
啓
蒙
史
學
（
第
五
章
）
が
夫
々
そ
の
思
様
勾
留
先
の
絢

置
を
占
め
る
。
し
か
も
”
、
イ
ネ
ッ
ケ
は
、
第
】
巻
・
第
六
章
に
畑
於
い
て
「
從
竣

殆
ん
ど
詐
績
さ
れ
る
こ
と
の
な
か
っ
た
フ
ラ
ン
ス
及
び
イ
ギ
リ
ス
に
於
け
る

里
．
警
9
壼
霧
冒
。
汀
ヵ
。
ヴ
q
【
誉
騎
を
ば
（
雁
更
主
義
の
）
前
段
階
と
し
て
且
つ
は
と

り
わ
け
ヘ
ル
デ
ル
に
欝
す
る
そ
れ
の
意
義
の
爲
に
叙
述
し
、
此
の
際
圃
舞
巨

を
も
除
外
し
な
か
っ
た
。
唯
穿
巳
お
ほ
、
（
観
逸
の
）
竃
大
思
想
家
の
後
に

遜
る
と
こ
ろ
の
、
歴
史
主
義
の
其
後
の
獲
展
に
勤
し
て
始
め
て
重
要
な
も
の

と
な
っ
た
の
で
は
あ
る
が
」
リ

　
マ
イ
ネ
ッ
ケ
の
最
初
の
計
剴
で
ほ
、
既
等
の
も
の
を
叙
逃
し
て
後
、
「
若
き

ラ
ン
ケ
の
切
ま
§
㈹
戯
霧
。
窪
。
プ
け
Φ
を
以
て
終
る
」
平
定
で
あ
っ
た
。
併
し
、

本
害
の
中
ラ
ン
ケ
に
就
い
て
述
べ
て
み
る
部
分
は
、
僅
か
に
巻
末
に
附
せ
ら

れ
た
切
Φ
齢
昌
Φ
だ
け
で
あ
る
（
一
九
三
六
年
　
月
二
三
臼
、
　
男
欧
露
総
鼻
o

r　1，v’L）　〉



｝
夢
島
σ
回
急
。
翫
2
タ
、
冨
。
頴
。
ぎ
怖
〔
窪
の
閃
ユ
巴
二
。
冨
3
翰
に
於
け
る
ラ
ン
ケ
に

饗
す
る
追
悼
講
演
の
再
録
）
Q

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

　
も
と
よ
り
、
本
書
は
、
歴
史
主
嚢
の
成
立
を
歴
史
的
に
叙
述
し
た
に
止
ま

る
。
從
っ
て
、
十
九
世
紀
に
於
け
る
雁
更
主
義
の
開
花
一
更
に
今
世
紀
大

…戦

繧
ﾉ
於
け
る
そ
の
破
綻
の
叙
述
を
本
書
に
求
め
る
の
は
無
意
駿
で
あ
る
。

　
　
　
　
へ
　
う
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
へ

し
か
し
、
成
立
の
問
題
が
同
時
に
本
質
の
問
題
で
あ
り
う
る
場
合
が
少
ぐ
な

い
Q
そ
し
て
、
縫
史
主
義
も
ま
た
、
か
瓦
る
場
合
の
｝
つ
で
あ
る
や
う
に
患

は
れ
る
Q
謄
史
主
義
の
破
綻
が
、
か
へ
っ
て
人
を
腿
史
の
問
題
に
強
く
惹
き

つ
け
て
み
る
現
代
に
於
い
て
、
類
書
の
少
い
本
書
の
如
き
は
、
少
く
と
も
退
化

せ
る
歴
史
主
義
の
克
服
と
薪
し
い
歴
史
意
識
の
誕
生
に
驕
心
を
有
つ
人
々
に

と
っ
て
、
必
讃
の
書
の
｝
つ
で
あ
る
こ
と
を
信
じ
て
疑
は
な
い
。
（
司
ユ
Φ
α
蔚
ゴ

討
①
三
Φ
o
写
…
U
一
〇
　
国
簿
馨
Φ
一
崔
一
】
α
Q
　
山
窃
　
餌
即
の
8
ユ
弩
一
蕊
・
笛
　
b
づ
母
．
ω
■
ひ
い
ひ

鑑
量
。
げ
2
郎
二
七
鼠
一
ジ
H
8
9
ぐ
Φ
ユ
硬
く
9
日
多
○
冠
。
・
げ
9
薦
）
（
欝
欝
約

武
拾
圓
）
　
〔
中
山
〕

桑

報

O
京
都
帝
國
大
學
文
學
部
史
學
科

昭
和
十
二
年
度
卒
業
論
交
題
B

　
　
　
國
史
専
攻
　
（
二
十
名
）

乱
塾
時
代
の
本
願
寺
と
そ
の
教
魍
の
統
制
組
織

堀
川
學
眠
の
思
想
史
的
考
察

藥

報

天
野
　
義
静

醜
弾
伸
朋

捨
筆
朝
末
期
に
於
け
る
貴
族
の
生
活
意
識

室
町
靴
曾
と
庶
畏
の
精
瀞
傾
向

徳
川
．
時
代
の
農
村
と
農
民
の
生
活

中
世
商
工
階
級
の
一
考
察

近
枇
初
頭
の
議
政

幕
末
に
於
け
る
讃
岐
高
松
藩
の
翼
翼
業

申
糠
初
期
鼠
士
集
囲
の
思
想
特
に

蔵
開
意
識
と
し
て
の
個
人
意
識
の
伸
展

農
民
生
活
の
雁
史
的
展
粥

平
妥
末
期
の
鮭
・
曾
相

百
世
末
期
に
於
け
る
難
業

幕
末
薩
藩
の
諸
事
樒
田

維
新
志
士
の
露
書
算

永土高鈴白木
田井谷木濱越

　　重光大
志彬夫次次宏

錦
織
　
　
透

鷺
山
敏
次
郎

島
山
　
　
久

深
谷
芳
太
郎

藤
谷
俊
雄

　
　
　
　
　
　
　
　
（
義
墨
に
關
係
せ
る
志
士
を
中
心
と
し
て
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
松
岡

鎌
倉
武
士
に
於
け
る
信
仰
の
一
考
察
　
　
　
　
　
　
　
　
松
村

近
批
瀧
會
と
庶
毘
の
教
育
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
松
山

大
阪
川
口
新
閏
の
研
究
一
徳
規
時
代
に
於
け
る

町
人
請
負
新
閏
の
本
質
に
就
い
て
i
　
　
　
　
　
　
　
前
橋

中
世
後
期
に
於
け
る
教
育
の
時
代
的
饗
異
　
　
　
　
　
　
寓
綺

鎌
倉
時
代
國
民
二
化
の
基
礎
纂
實
　
　
　
　
　
　
　
　
　
村
山
　

國
學
に
於
け
る
復
古
的
傾
向

　
　
　
宙
小
洋
隻
霞
聞
攻
　
　
（
六
名
）

後
難
初
に
於
け
る
漢
族
に
就
い
て
（
特
に
蟹
漢
關
係
）

佛
教
移
入
と
漢
末
瓢
肌
會
の
諸
事
象

　
　
　
　
　
　
第
二
十
一
、
一
巻
第
二
號
　
　
四
ご
毒

國　健
蓑i功一

　
　
　
正
二

　
　
　
克
己

　
　
　
修
…

山
口
準
八
郎

岡
田
芳
三
郎

岡
村
獲
麟
郎

（IS3）


